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キーワード：エヴォラ屏風

















1582年 2月（天正 10年 1月）、織田信長が本能寺の変に倒れる半年前に巡察師・アレッ
サンドロ・ヴァリニャーノと共に長崎港を船出した天正遣欧少年使節の伊東マンショ、原マ
ルチノ、中浦ジュリアン、千々岩ミゲルの 4人の少年は 1584年 8月、2年余の航海を経て
リスボンに上陸した。少年たちはリスボンやエヴォラで研鑚を積みローマをめざした。

































































































































































































































していった。その後間もなく 1587（天正 15）年 7月、豊臣秀吉のバテレン追放令が出る。
秀吉のバテレン追放令は、キリシタン大名を危ういものとした。高山右近は領地財産を捨て
信仰を守る道を選んだ。
































ている。つづいて 4月 2日、秀吉は上杉景勝に 5月に越中へ出陣する旨を告げている。つま
りこの書状は、これらの動きと関連する文書ではないかと中村質はいう。日付の卯月 15日



















































下張りは通常 1扇の中に 200枚から 300枚の半紙大の反故紙が使われていると先に述べた。


























る説が有力である。筆者が修復したのは約 100枚。内蔵されていた下張りの 30分の 1にも
満たない。



















して下さった。本プロジェクトは、まさに政 ･官 ･財 ･学の協力を得て成し得たものである。
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